職種：検　査　　職務：検査

【概要】

　製造したねじが要求機能を満たしているかを検査し、その結果を判別する仕事。

【仕事の内容】

　検査の仕事には、工程ごとに行う「工程間検査」（中間検査）と完成後の最終的な検査である「完成品検査」がある。検査では、ねじの外観、寸法、硬度、強度等を確認し、問題がないか慎重に検討を行う。

具体的な作業内容としては、まず検査を行う測定機器の調整及び精度検査を行い、必要な設定を行う。次に作業標準と要求項目に従い、検査する製品に関する寸法・外観・硬度・締結機能等を順次検査し、製品の良否を判定する。最後に、統計的品質管理手法などを用いて、検査内容を整理し、検査結果の評価を行う。

【求められる経験・能力】

（1） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。

（2） 関連資格として、たとえば、技能検定（機械検査）の資格（特級、１級、２級、３級）等がある。こうした資格を取得することで技能が社内で認められて地位が向上する場合もある。

（3） また、精密な装置を扱うため、操作時には注意力と正確性が特に必要である。

【関連する資格・検定等】

・技能検定（特級~２級）：機械検査（機械検査作業）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

· 非破壊検査技術者（１種・２種・３種）〔社団法人日本非破壊検査協会〕

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　　６１１　金属材料検査工

６１２　金属加工・溶接検査工　など

